
東京会場アクセス                             

  11999977年年のの国国連連気気候候変変動動枠枠組組条条約約  第第 33回回締締約約国国会会議議（（CCOOPP33））でで採採択択さされれたた京京都都議議定定書書ににはは、、先先進進国国のの温温室室効効果果ガガスス削削
減減目目標標をを達達成成すするるたためめのの措措置置ととししてて、、「「ククリリーーンン開開発発メメカカニニズズムム（（CCDDMM））」」やや「「共共同同実実施施（（JJII））」」ななどどのの制制度度（（京京都都メメカカニニズズムム））がが
盛盛りり込込ままれれままししたた。。京京都都議議定定書書第第一一約約束束期期間間（（22000088～～22001122 年年））がが近近づづくく中中、、我我がが国国ににおおいいててもも京京都都議議定定書書目目標標達達成成計計画画にに
基基づづきき CCDDMM//JJII事事業業のの実実施施ととククレレジジッットトのの確確保保がが重重要要ととななっってていいまますす。。  
  環環境境省省及及びび（（財財））地地球球環環境境セセンンタターー（（GGEECC））でではは、、11999999 年年度度かからら CCDDMM//JJII 事事業業調調査査をを実実施施しし、、我我がが国国のの目目標標達達成成にに寄寄与与すす
るるププロロジジェェククトトをを発発掘掘しし、、CCDDMM//JJII にに関関すするる国国内内・・国国際際ルルーールルのの策策定定にに必必要要なな知知見見をを蓄蓄積積ししててききままししたた。。  
  ここののシシンンポポジジウウムムでではは、、関関係係者者のの理理解解ををよよりり一一層層深深めめるるたためめ、、22000055 年年度度にに実実施施さされれたた CCDDMM//JJII 事事業業調調査査ににつついいてて報報告告すす
るるととととももにに、、日日本本国国政政府府ののククレレジジッットト取取得得にに繋繋げげてていいくくににああたたっっててのの展展望望とと課課題題ににつついいてて議議論論ししまますす。。  

《大阪会場》 

日時 2006年8月30日（水） 

        13：30～16：40 （13：00受付開始） 

会場 梅田スカイビル ｽｶｲﾙｰﾑA （ﾀﾜｰｲｰｽﾄ36階） 

 大阪市北区大淀中1-1-88 

定員 250名   

《東京会場》 

日時 2006年9月1日（金） 

        13：00～16：10 （12：30受付開始） 

会場 砂防会館別館 淀信濃 

 東京都千代田区平河町2-7-5 

定員 500名 

参 加 費 無 料 
（事前にお申込ください） 

 主 催 ：  環 境 省、 （財 ）地球環境センター（GEC） 
 後 援 ：  大 阪 府、 大 阪 市 （予定） 

大阪会場アクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ＪＲ「大阪駅」、阪急「梅田駅」からヨドバシカメラ北側の 
  地下歩道を通る。両駅より徒歩約10分。 

環 境 省 

ご来場には公共交通機関をご利用ください 

● 地下鉄「永田町駅」（有楽町線・半蔵門線・南北線）4番 
出口より徒歩 1分。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大阪会場 プログラム 
 
8月 30日（水）  13:30～16:40 （13:00受付開始） 
 

 
2005年度 CDM/JI事業調査報告 

(1) 中国電力株式会社 
「インドネシア･バンジャチャヤナ灌漑水路におけ

る統合小水力開発基礎調査」 
(2) 株式会社ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

「マレーシア･パームオイル工場排水処理施設の

改善による CDM事業化調査」 
(3) 王子製紙株式会社 

「ラオス･ユーカリ植林及びバイオマスエネルギー

による CDM事業化調査」 
(4) 株式会社日本総合研究所 

「ブラジル・サンパウロ州臨海部埋立処分場メタ

ンガスの回収及びエネルギー利用事業調査」 
 （コメンテーター） 
  ・平石 尹彦（IGES） 
  ・松尾 直樹（クライメート･エキスパーツ） 
 
CDM/JIキャパシティビルディング事業について 
 ・(財)地球環境戦略研究機関（IGES） 
 
政府による京都メカニズムクレジット取得事業について 
 ・(独)新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

東京会場 プログラム 
 
9月 1日（金）  13:00～16:10 （12:30受付開始） 
 

 
2005年度 CDM/JI事業調査報告 

(1) 鹿島建設株式会社 
「インドネシア・ブカシ市廃棄物処分場バイオガス

回収有効利用調査」 
(2) 株式会社アルメック 

「タイ・交通機関用パームオイルバイオディーゼル

普及 CDM事業化調査」 
(3) みずほ情報総研株式会社 

「中国・新疆ウイグル自治区トリ地域第 2期風力発
電事業調査」 

(4) 清水建設株式会社 
「ウクライナ・キエフ下水処理場メタン回収・発電事

業調査」 
 （コメンテーター） 
  ・平石 尹彦（IGES） 
  ・松尾 直樹（クライメート･エキスパーツ） 
 
CDM/JIキャパシティビルディング事業について 
 ・(財)地球環境戦略研究機関（IGES） 
 
政府による京都メカニズムクレジット取得事業について 
 ・(独)新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

■参加申込方法 
 参加希望会場、氏名、所属、連絡先（電話番号、Eメールアドレスなど）をご記入の上、下記申込先まで（ホーム
ページから、もしくはEメール、FAXにて）お申し込みください。尚、参加証・登録証は発行しませんので、あらかじ
めご了承ください。 
 
申込・問合せ先： （財）地球環境センター 「ＣＤＭシンポジウム」係 （申込締切：8月25日（金）） 
      ホームページ：http://gec.jp/jp   E メ ー ル：cdm-fs@gec.jp   FAX：06-6915-0181 
   （各会場とも、定員になり次第、受付を終了させていただきます。） 

 
※申込いただいた際に収集した個人情報は、本シンポジウムに関する事務連絡及び翌年度の案内送付にのみ使用し、他の

目的には一切使用しません。 

○ 希望会場： □ 東京  □ 大阪 

 
   （ふりがな） 

○ 氏  名：      

 

 

○ 所  属：      

 

 

○ 連絡先：      

  □TEL □ FAX □E メール 

温暖化対策 CDM/JI事業調査シンポジウム 2006 参加申込書（FAX送信用） 

質問等があれば記入してください。 

      

      

      

      

      

      

      

       


